


























要約:

   わが国の多胎出産率は年次とともに上昇しているが、出生後の多胎児数は把握されて

いない。そこで本研究は、1990 (平成 2)年と 1995 (平成 7)年の国勢調査資料を用いて 15

歳以下の県別ふたごの頻度と全国の三つ子の頻度を推計した。なお、本報告での分析は、

国勢調査時にふたご並びに三つ子がともに生存していた日本人集団を対象に、15 歳以下

の年齢別ふたごと三つ子の頻度を推計した。両国勢調査年次から得られた 7～15 歳のふた

ごの頻度分布は非常によく一致していることから、7 歳以上のふたごの死亡率は非常に低

いことが推測される。三つ子についても同様な結果が得られた。ふたごの出産率の高い県

は、低年齢のふたごの頻度も高いことが明らかになった。なお、本報告では国勢調査資料

を用いて年齢別ふたご、並びに三つ子の頻度を推計したが、このような調査研究は世界で

初めて行われたものである。都道府県別のふたごの年齢別頻度は厚生行政施策としての基

礎資料として提供するものである。


